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論
点

⑤

国
の
圧
力
に
抗
し
て
米
軍
再
編
と
闘
う
岩
国
市
・
市
民

大
月
純
子

二　
〇　
〇　
七　
年　
八　
月　
二　
〇　
日　
、　
山　
口　
県　
と　
岩　
国　
市　
は　
愛　
宕　
山　
事　
業　
を　
中　
止　
し　
た　
後　
の　
造　
成　
跡　
地　
を　

国　
に　
売　
却　
す　
る　
事　
に　
合　
意　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
岩　
国　
市　
長　
が　
「　
厚　
木　
か　
ら　
の　
空　
母　
艦　
載　
機　
部　
隊　
の　
岩　

国　
へ　
の　
移　
駐　
案　
」　
を　
「　
容　
認　
」　
し　
た　
訳　
で　
は　
な　
い　
。　
け　
れ　
ど　
も　
、　
国　
に　
売　
却　
し　
て　
し　
ま　
え　
ば　
、　
国　

が　
愛　
宕　
山　
造　
成　
跡　
地　
を　
米　
軍　
住　
宅　
化　
す　
る　
可　
能　
性　
は　
な　
い　
と　
は　
い　
え　
な　
い　
。　
し　
か　
も　
、　
米　
軍　
住　
宅　

化　
す　
る　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
厚　
木　
か　
ら　
の　
空　
母　
艦　
載　
機　
部　
隊　
の　
移　
駐　
を　
前　
提　
と　
し　
た　
こ　
と　
に　
な　
る　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
地　
元　
住　
民　
の　
意　
思　
を　
無　
視　
し　
た　
形　
で　
、　
国　
は　
米　
軍　
再　
編　
に　
伴　
う　
移　
駐　
案　
を　
強　
引　
に　
推　

し　
進　
め　
よ　
う　
と　
し　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
こ　
と　
に　
対　
し　
、　
地　
元　
住　
民　
は　
不　
安　
と　
怒　
り　
の　
声　
を　
あ　
げ　
て　
い　
る　
。　

米　
軍　
再　
編　
中　
間　
報　
告　
の　
際　
に　
「　
地　
元　
へ　
の　
理　
解　
を　
求　
め　
る　
」　
と　
明　
言　
し　
た　
日　
本　
政　
府　
は　
、　
地　
元　

住　
民　
の　
民　
意　
を　
尊　
重　
し　
、　「　
移　
転　
反　
対　
」　
の　
意　
思　
を　
貫　
い　
て　
い　
る　
岩　
国　
市　
に　
対　
し　
、　
山　
口　
県　
を　
巻　

き　
込　
み　
、　
あ　
の　
手　
こ　
の　
手　
で　
圧　
力　
を　
か　
け　
て　
い　
る　
。　

昨　
年　
末　
、　
日　
本　
政　
府　
は　
岩　
国　
市　
の　
新　
市　
庁　
舎　
建　
設　
費　
補　
助　
金　
三　
五　
億　
円　
を　
二　
〇　
〇　
七　
年　
度　
は　
予　

算　
計　
上　
し　
な　
い　
と　
発　
表　
し　
た　
。　
こ　
の　
補　
助　
金　
は　
一　
九　
九　
六　
年　
の　
Ｓ　
Ａ　
Ｃ　
Ｏ　
合　
意　
に　
基　
づ　
き　
、　
普　
天　

間　
か　
ら　
岩　
国　
基　
地　
へ　
の　
空　
中　
給　
油　
機　
移　
駐　
受　
け　
入　
れ　
に　
対　
す　
る　
も　
の　
で　
、　
す　
で　
に　
着　
工　
さ　
れ　
、　
こ　

こ　
数　
年　
執　
行　
さ　
れ　
て　
き　
た　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
「　
補　
助　
金　
カ　
ッ　
ト　
」　
と　
い　
う　
出　
来　
事　
は　
、　「　
米　
軍　

再　
編　
促　
進　
法　
案　
」　
が　
強　
行　
に　
可　
決　
さ　
れ　
た　
が　
、　
い　
く　
ら　
再　
編　
を　
受　
け　
入　
れ　
た　
と　
し　
て　
も　
、　
約　
束　
さ　

れ　
た　
「　
基　
地　
交　
付　
金　
」　
が　
現　
実　
に　
実　
施　
さ　
れ　
る　
と　
は　
限　
ら　
な　
い　
と　
い　
う　
前　
例　
を　
日　
本　
政　
府　
自　
ら　
が　

示　
し　
た　
事　
に　
な　
る　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
、　
市　
民　
は　
怒　
り　
の　
声　
を　
あ　
げ　
て　
い　
る　
が　
、　
岩　
国　
市　
議　
会　
の　
中　
で　
は　
保　
守　
系　
会　
派　
に　

属　
す　
る　
議　
員　
た　
ち　
が　
中　
心　
と　
な　
り　
、　
三　
月　
定　
例　
市　
議　
会　
だ　
け　
で　
は　
な　
く　
六　
月　
定　
例　
市　
議　
会　
に　
お　
い　

て　
も　
、　
新　
市　
庁　
舎　
の　
建　
設　
費　
の　
残　
金　
三　
五　
億　
円　
に　
合　
併　
特　
例　
債　
を　
用　
い　
る　
こ　
と　
を　
盛　
り　
込　
ん　
だ　
二　

〇　
〇　
七　
年　
度　
一　
般　
会　
計　
予　
算　
案　
が　
否　
決　
さ　
れ　
た　
。　
結　
果　
的　
に　
は　
、　
六　
月　
二　
九　
日　
に　
臨　
時　
議　
会　
が　
行　

わ　
れ　
、　
新　
市　
庁　
舎　
建　
設　
費　
の　
残　
金　
三　
五　
億　
円　
を　
、　
国　
の　
補　
助　
金　
を　
あ　
て　
る　
と　
し　
た　
一　
般　
会　
計　
予　
算　

案　
が　
再　
提　
案　
さ　
れ　
賛　
成　
三　
〇　
、　
反　
対　
二　
で　
可　
決　
さ　
れ　
た　
。　

ま　
た　
、　
最　
近　
で　
は　
、　
市　
長　
の　
リ　
コ　
ー　
ル　
を　
呼　
び　
か　
け　
る　
市　
民　
団　
体　
が　
立　
ち　
上　
が　
っ　
た　
が　
、　
そ　
れ　

ほ　
ど　
影　
響　
力　
が　
あ　
る　
と　
は　
思　
え　
な　
い　
レ　
ベ　
ル　
の　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　「　
移　
転　
反　
対　
」　
の　
民　
意　
の　
方　
が　
根　

強　
い　
の　
が　
現　
状　
で　
あ　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　
岩　
国　
市　
の　
於　
か　
れ　
て　
い　
る　
状　
況　
が　
あ　
ま　
り　
全　
国　
で　
は　
報　
じ　
ら　
れ　
て　
い　
な　

い　
。　
そ　
こ　
で　
、　
井　
原　
岩　
国　
市　
長　
は　
積　
極　
的　
に　
全　
国　
へ　
と　
出　
か　
け　
て　
、　
新　
市　
庁　
舎　
の　
補　
助　
金　
へ　
の　
カ　

ン　
パ　
の　
呼　
び　
か　
け　
を　
行　
っ　
て　
い　
る　
。　
こ　
れ　
は　
、　
カ　
ン　
パ　
そ　
の　
も　
の　
よ　
り　
も　
、　
岩　
国　
市　
の　
お　
か　
れ　
て　

い　
る　
現　
状　
を　
全　
国　
に　
知　
っ　
て　
い　
た　
だ　
く　
こ　
と　
が　
目　
的　
の　
よ　
う　
で　
あ　
る　
。　

二　
〇　
〇　
七　
年　
五　
月　
一　
七　
日　
、　
防　
衛　
施　
設　
庁　
か　
ら　
山　
口　
県　
と　
岩　
国　
市　
に　
「　
米　
軍　
岩　
国　
基　
地　
に　
係　
る　

米　
軍　
再　
編　
後　
の　
包　
括　
的　
な　
施　
設　
整　
備　
の　
マ　
ス　
タ　
ー　
プ　
ラ　
ン　
」　
が　
示　
さ　
れ　
た　
。　
地　
元　
自　
治　
体　
の　
首　
長　

や　
市　
民　
が　
「　
容　
認　
」　
し　
て　
い　
な　
い　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
米　
軍　
は　
一　
方　
的　
に　
米　
軍　
再　
編　
を　
前　
提　
と　
し　

た　
施　
設　
整　
備　
の　
配　
置　
を　
決　
め　
よ　
う　
と　
し　
て　
い　
る　
。　
し　
か　
も　
、　
た　
っ　
た　
二　
枚　
の　
図　
面　
が　
示　
さ　
れ　
た　
だ　

け　
で　
あ　
り　
、　
五　
月　
末　
に　
「　
ピ　
ー　
ス　
リ　
ン　
ク　
広　
島　
・　
呉　
・　
岩　
国　
」　
が　
広　
島　
防　
衛　
施　
設　
局　
に　
対　
し　
、　
マ　

ス　
タ　
ー　
プ　
ラ　
ン　
全　
文　
の　
公　
開　
を　
求　
め　
た　
と　
こ　
ろ　
、　「　
そ　
の　
よ　
う　
な　
も　
の　
は　
存　
在　
し　
な　
い　
。　
あ　
る　
こ　

と　
す　
ら　
知　
ら　
な　
い　
。　
米　
軍　
が　
決　
め　
た　
事　
で　
あ　
り　
、　
日　
本　
政　
府　
は　
関　
与　
し　
て　
い　
な　
い　
」　
と　
い　
う　
信　
じ　

ら　
れ　
な　
い　
回　
答　
し　
か　
返　
っ　
て　
来　
な　
か　
っ　
た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
田　
村　
順　
玄　
岩　
国　
市　
議　
が　
在　
日　
米　
軍　
海　
兵　
隊　

岩　
国　
基　
地　
司　
令　
官　
に　
対　
し　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
情　
報　
公　
開　
制　
度　
に　
基　
づ　
き　
、　
情　
報　
公　
開　
を　
求　
め　
た　
と　
こ　

ろ　
、　
マ　
ス　
タ　
ー　
プ　
ラ　
ン　
全　
文　
が　
存　
在　
す　
る　
こ　
と　
は　
明　
ら　
か　
と　
な　
っ　
た　
が　
、　
七　
月　
三　
一　
日　
付　
け　
で　
、　

合　
衆　
国　
海　
兵　
隊　
大　
佐　
・　
主　
席　
幕　
僚　
よ　
り　
「　
全　
面　
非　
開　
示　
」　
と　
い　
う　
信　
じ　
ら　
れ　
な　
い　
回　
答　
が　
返　
っ　
て　

き　
た　
。　
そ　
の　
理　
由　
は　
「　
海　
兵　
隊　
の　
秩　
序　
と　
訓　
練　
を　
維　
持　
す　
る　
為　
に　
は　
内　
部　
の　
人　
以　
外　
に　
必　
要　
な　
い　

と　
判　
断　
し　
た　
為　
」　
で　
あ　
る　
と　
い　
う　
。　
し　
か　
し　
、　
岩　
国　
市　
民　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
現　
在　
も　
容　
認　
し　
て　
い　
な　

い　
は　
ず　
の　
米　
軍　
再　
編　
に　
伴　
う　
厚　
木　
か　
ら　
の　
空　
母　
艦　
載　
機　
部　
隊　
及　
び　
普　
天　
間　
か　
ら　
の　
空　
中　
給　
油　
機　
の　

移　
転　
が　
前　
提　
と　
さ　
れ　
て　
い　
る　
配　
置　
が　
行　
わ　
れ　
て　
い　
る　
可　
能　
性　
が　
あ　
る　
以　
上　
、　
当　
然　
知　
る　
権　
利　
が　
あ　

る　
は　
ず　
で　
あ　
る　
。　

こ　
の　
こ　
と　
に　
対　
し　
、　
所　
定　
の　
手　
続　
き　
を　
行　
い　
、　
上　
級　
機　
関　
に　
異　
議　
申　
し　
立　
て　
を　
行　
う　
予　
定　
で　
あ　

る　
。　
ま　
た　
、　
日　
本　
政　
府　
に　
対　
し　
て　
も　
、　
再　
度　
追　
求　
し　
て　
行　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
と　
考　
え　
て　
い　
る　
。　

（　
お　
お　
つ　
き　
・　
じ　
ゅ　
ん　
こ　
／　
ピ　
ー　
ス　
リ　
ン　
ク　
広　
島　
・　
呉　
・　
岩　
国　
）　




